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卒業生インタビュー

髙 康治さん
（1962年大阪外国語大学卒業）

プチコラム

写真で見る阪大の今

阪大ニュースフラッシュ／ TOPICS
大阪大学創立90周年・大阪外国語大学創立100周年記念式典を挙行
25年大阪万博で阪大の研究発信/研究拠点採択
ホームカミングデイ・オンライン交流会開催報告 等

同窓会ニュース
各同窓会開催報告/令和5年度卒業生・同窓会イベント案内 等

在学生も元気です！

大学祭中央実行委員会・男子ラクロス部
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「
男
子
ラ
ク
ロ
ス
部
」
は
、
激
し

い
コ
ン
タ
ク
ト
と
ス
ピ
ー
ド
感
あ

ふ
れ
る
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
す
。

大
学
で
始
め
る
人
が
大
半
で
、
新

入
生
勧
誘
に
は
「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
は
み
ん
な
同
じ
」
と
い
う
言
葉

を
使
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
に
は
関
西
ラ
ク
ロ

ス
リ
ー
グ
優
勝
、
全
日
本
大
学
選

手
権
準
優
勝
（
優
勝
は
日
体
大
）

▽
17
年
も
関
西
ラ
ク
ロ
ス
リ
ー
グ

優
勝
、
全
日
本
大
学
選
手
権
準
優

勝
（
優
勝
は
慶
応
大
）
な
ど
輝
か

し
い
歴
史
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
が
、

21
年
に
2
部
に
降
格
。
22
年
は
悲

願
の
復
活
を
期
し
ま
し
た
が
、
11

月
23
日
に
立
命
大
と
の
入
れ
替
え

戦
で
５
―
７
と
惜
敗
し
ま
し
た
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

ト
レ
ー
ナ
ー
に
加
え
、
新
設
の
ア

ナ
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
は
戦
術

分
析
が
主
な
業
務
で
、
自
チ
ー
ム

大
阪
大
学
の
二
つ
の
大
学
祭
を

運
営
す
る
の
は
、「
大
阪
大
学
大
学

祭
中
央
実
行
委
員
会
」（
略
称
・
中

実
）
で
す
。
5
月
の
「
い
ち
ょ
う

祭
」は
大
学
が
主
催
し
て
い
て
、中

実
は
企
画
区
分
を
取
り
ま
と
め
る

役
割
を
果
た
し
、
新
入
生
歓
迎
の

色
合
い
が
濃
い
で
す
。そ
し
て
、11

月
の
「
ま
ち
か
ね
祭
」
は
中
実
が

主
催
し
、
ま
さ
に
学
生
が
運
営
し

て
1
年
間
の
成
果
を
披
露
す
る
場

と
な
り
ま
す
。

毎
年
に
ぎ
わ
い
を
誇
っ
て
い
た

両
大
学
祭
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
度
は
と
も
に
中
止
。

21
年
度
の
「
い
ち
ょ
う
祭
」
は
、

ゲ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
そ

し
て
同
年
度
「
ま
ち
か
ね
祭
」
が

入
場
制
限
を
施
し
て
復
活
で
き
た

の
で
す
。

＝
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
2
0
2
2
年
12
月
号
掲
載

＝
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
2
0
2
2
年
10
月
号
掲
載

在学生も元気です！
卒業生向けメールマガジン「OUMail News」に掲載の在学生も元気です！記事を抜粋しました。

卒業生インタビュー
卒業生向けメールマガジン「OUMail News」に掲載の卒業生インタビュー記事を抜粋しました。

記事の全文はこちら
※他のインタビュー記事も
ご覧いただけます

記事の全文はこちら
※他のインタビュー記事も
ご覧いただけます

大学祭
中央実行委員会
「♯青春セイサク中。」

男子ラクロス部
来季の１部復帰期す

だ
け
で
な
く
相
手
チ
ー
ム
も
分
析

し
ま
す
。

1
週
間
の
う
ち
月
、
木
曜
以
外

の
5
日
間
、
午
前
7
時
か
ら
の
朝

練
を
積
み
、
平
日
は
そ
の
ま
ま
授

業
を
受
け
ま
す
。
土
日
も
早
起
き

を
欠
か
し
ま
せ
ん
。

毎
年
春
ご
ろ
に
O
B
総
会
を

開
催
し
て
、
各
種
報
告
以
外
に
歓

談
の
時
間
を
設
け
、
現
役
部
員
と

の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
が
、こ

こ
数
年
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が

続
い
て
い
ま
す
。

新
主
将
の
宮
本
陽は
る
と人
さ
ん
＝
基

礎
工
学
部
3
年
＝
は
「
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
闘
わ
せ
、
全
員
が
納
得

で
き
る
ま
で
話
し
合
い
、
そ
の
向

こ
う
に
あ
る
１
部
昇
格
を
必
ず
果

た
し
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

22
年
度「
第
63
回
ま
ち
か
ね
祭
」

の
テ
ー
マ
は
「
♯
青
春
セ
イ
サ
ク

中
。」。
コ
ロ
ナ
で
失
わ
れ
た
青
春

を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
意
欲
に
満

ち
ま
し
た
。
大
学
近
隣
の
市
民
の

参
加
が
増
加
傾
向
な
の
も
、
う
れ

し
い
現
象
で
す
。

実
行
委
員
長
の
法
学
部
3
回
生
、

田た
が
し
ら頭
真
穂
さ
ん
は
「
伝
統
行
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
変
化
を
続

け
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
開
催
形
態
そ

の
も
の
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

初
来
場
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
過
去

に
お
越
し
い
た
だ
い
た
こ
と
の
あ

る
方
に
も
新
鮮
さ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
お
祭
り
で
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

名
刺
の
肩
書
は
「
ワ
ー
ル
ド
ト

ラ
ベ
ラ
ー
」。
大
阪
外
国
語
大
学

（
現
大
阪
大
学
外
国
語
学
部
）
を
卒

業
し
た
髙こ
う 

康や
す
は
る治
さ
ん（
85
）は
、50

年
以
上
を
か
け
て
2
7
5
カ
国
・
地

域
を
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

戦
後
間
も
な
い
徳
島
市
在
住
時

代
の
小
学
校
高
学
年
の
こ
ろ
、
電

力
事
情
の
悪
い
中
で
読
み
ふ
け
っ

た
の
が
世
界
地
図
で
、
そ
れ
が
海

外
へ
の
あ
こ
が
れ
に
。「
地
球
で
日

本
の
反
対
側
に
い
る
人
た
ち
は
、

ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
」。そ
の
思
い
が
旅
の
原
点
と

な
り
ま
し
た
。
戦
後
次
々
に
植
民

地
か
ら
独
立
す
る
ア
フ
リ
カ
各
国

の
名
前
を
覚
え
る
こ
と
に
も
、
喜

＝
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
2
0
2
2
年
7
月
号
掲
載

び
を
感
じ
ま
し
た
。

大
学
で
は
イ
ン
ド
語
を
専
攻
し

ま
し
た
が
、
ペ
ル
シ
ャ
語
の
習
得

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
語
学
習
得

の
近
道
と
し
て「
留
学
生
の
お
世

話
を
す
る
な
ど
、外
国
人
と
の
積
極

的
な
交
流
を
」と
助
言
し
ま
す
。商

社
の
雄「
三
井
物
産
」に
1
9
6
2

年
入
社
。国
内
勤
務
を
し
た
後
、最

初
の
海
外
赴
任
は
74
年
か
ら
約
3

年
間
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
駐
在
員
で
し

た
。
い
っ
た
ん
帰
国
し
て
再
び
79

年
か
ら
5
年
間
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
駐

在
員
を
務
め
ま
し
た
。
51
歳
で
選

択
定
年
退
職
し
て
、
不
動
産
・
建

設
損
害
保
険
業
の
会
社
を
創
立
し
、

社
長
を
14
年
間
務
め
ま
し
た
。

ク
ウ
ェ
ー
ト
時
代
に
中
東
や
欧

州
の
人
形
集
め
を
始
め
ま
し
た
。

貧
し
い
子
ど
も
か
ら
買
っ
た
人
形

や
、
紛
争
地
の
中
で
苦
労
し
て
入

手
し
た
人
形
も
多
い
で
す
。
材
料

が
乏
し
い
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ブ
リ

キ
の
廃
材
を
使
う
な
ど
、
工
夫
が

凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。「
旅
で
ど
こ

が
一
番
良
か
っ
た
で
す
か
？
も
う

一
度
行
き
た
い
の
は
？
」
と
尋
ね

る
と
、
迷
わ
ず
「
南
極
」
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。「
ペ
ン

ギ
ン
、
ア
ザ
ラ
シ
、
ク
ジ
ラ
の
姿

に
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
」

そ
し
て
、
千
葉
県
我
孫
子
市
の

自
宅
を
「
世
界
の
人
形
館
」
と
し

て
2
0
0
9
年
か
ら
無
料
開
放
。

2
0
0
0
体
以
上
の
人
形
な
ど
が
、

全
国
か
ら
駆
け
付
け
る
人
々
を
迎

え
て
い
ま
す
。

若
い
人
、
後
輩
た
ち
に
は
「
在

学
中
に
な
ん
で
も
い
い
か
ら
、
得

意
と
な
る
も
の
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
。
個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

失
敗
を
恐
れ
ず
社
会
で
活
躍
し
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

275カ国・地域を巡り、 
自宅に「世界の人形館」

髙　康治 さん
＝1962年大阪外国語大学卒業

※「
世
界
の
人
形
館
」の
観
覧
は
、E
メ
ー
ル

（ko-yasu@
m

aple.ocn.ne.jp

）か
電
話

（
0
9
0

－

8
7
2
6

－

5
5
9
9
）で
事
前

申
し
込
み
。

昨年11月に復活した「第62回まちかね祭」

令和4年度 
全国発明表彰 
「未来創造発明奨励賞」

吉村 政志
大阪大学レーザー科学研究所教授［工学研究科修了］
森 勇介
大阪大学工学研究科教授［工学研究科修了］

武田医学賞
竹田 潔
大阪大学免疫学フロンティア研究センター拠点長・教
授（兼医学系研究科）［医学研究科修了］

令和4年度「障害者の
生涯学習支援活動」に
係る文部科学大臣表彰

蔭山 正子
大阪大学高等共創研究院教授（兼医学系研究科）
［医療技術短期大学部（現：医学部保健学科）卒業］

第19回 
日本学術振興会賞

岩井 大輔
大阪大学基礎工学研究科准教授［基礎工学研究科修了］

瑞宝大綬章
平野 俊夫
前大阪大学総長 
［大阪大学医学博士］

紫綬褒章

秋田 茂
大阪大学人文学研究科教授（兼先
導的学際研究機構） 
［大阪大学博士（文学）］

卒業生受賞情報

このほか多くの卒業生が様々な分野でご活躍されています。
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会
に
お
け
る
大
学
の
未
来
」、塩

尻
和
子
筑
波
大
学
名
誉
教
授
か

ら
「『
外
国
語
を
学
ぶ
』
の
そ
の

先
へ
」
と
題
し
、
本
学
の
未
来

に
繋
が
る
ご

講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
10
月
、
A
M
E
D
「
ワ
ク
チ
ン
開
発
の

た
め
の
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
開
発
拠
点
の
形
成
事

業
」
に
本
学
が
シ
ナ
ジ
ー
拠
点
と
し
て
採
択
さ
れ
、
大

阪
大
学
ワ
ク
チ
ン
開
発
拠
点「
先
端
モ
ダ
リ
テ
ィ・D
D
S

研
究
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
し
ま
し
た
。
将
来
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
起
こ
す
可
能
性
の
高
い
病
原
体
に
対
し
て
、
有
効

で
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
を
迅
速
に
開
発
し
、
社
会
実
装
で

き
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
研
究
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

臨
床
研
究
を
担
う
中
核
病
院
や
ワ
ク
チ
ン
製
造
と
供
給

を
担
う
産
業
界
と
の
強
力
な
連
携
体

制
を
構
築
し
、有
事
に
は
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
体
制
で
速
や
か
に
社
会
へ
ワ
ク

チ
ン
を
供
給
し
ま
す
。

ま
た
、
同
月
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
W
P
I
）
に
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
メ
タ
バ
ー
ス

疾
患
研
究
拠
点
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
拠
点
で
は
、

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
生
命
医
科
学
」
と
「
情

報
・
数
理
科
学
」
の
２
分
野
を
世
界
で
初
め
て
本
格
的

に
融
合
し
た
全
く
新
し
い
科
学
分
野
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

メ
タ
バ
ー
ス
疾
患
学
」
を
創
成
し
、
一
人
ひ
と
り
の
体

内
で
生
じ
る
疾
患
発
症
に
至
る
プ
ロ

セ
ス
を
、
包
括
的
か
つ
連
続
的
に
理

解
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

2
0
2
1
年
に
大
阪
大
学
創
立
90
周
年
、
大
阪
外
国

語
大
学
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
、
2
0
2
2
年
5
月

1
日
、
大
阪
府
立
国
際
会
議
場
に
て
、
記
念
式
典
・
記

念
講
演
会
を
挙
行
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
本
学
卒
業
生
の
西
靖
氏
（
毎
日
放
送
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）
の
司
会
で
、
大
阪
大
学
歴
代
総
長
・
大

阪
外
国
語
大
学
歴
代
学
長
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
西

尾
章
治
郎
総
長
か
ら
式
辞
と
し
て
、
列
席
者
を
は
じ
め

本
学
を
支
え
て
く
だ
さ
る
全
て
の
方
に
感
謝
の
意
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
の
最
後
に
は
、
本
学
関
係
者
・

卒
業
生
・
在
学
生
の
方
々
に
各
年
代
の
思
い
出
等
を
お

話
し
い
た
だ
き
、過
去
か
ら
未
来
へ
想
い
を
つ
な
げ
、つ

む
ぎ
あ
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
は
、
本
学
卒
業
生
の
牛
田
茉
友
氏

（
N
H
K
大
阪
放
送
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
の
司
会
に
よ

り
行
わ
れ
、
猪
木
武
徳
本
学
名
誉
教
授
か
ら
「
産
業
社

も、来日された授与者の授与式を順次
執り行い、、来日が難しい方々には、オ
ンラインでの授与式を執り行いました。
河原理事・副学長（グローバル担当）
からは「大阪大学との教育・研究の交
流の懸け橋になっていただくとともに、
各国で数多く活躍されている卒業生の
ネットワークづくりに
是非ともお力添えをい
ただきたい」との呼び
かけがありました。

「
2
0
2
5
年
大
阪・関
西

万
博
」
で
、
大
阪
大
学
の
研

究
・
学
生
活
動
を
発
信
・
紹

介
で
き
る
よ
う
「
博
覧
会
推

進
委
員
会
」を
設
置
し
て
、さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
万
博
全
体
の
テ
ー

マ
に
沿
う
よ
う
「
い
の
ち
宣

言
」
も
目
指
し
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
も
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
催
し
ま

し
た
。
ま
ず
大
学
祭
「
い
ち
ょ
う
祭
」
に
お
い
て
5
月

3
日
、
第
1
回
阪
大
万
博
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
大
阪
万

博
今
昔
物
語
〜
70
年
と
2
0
2
5
年
万
博
の
つ
な
が

り
〜
」
を
開
催
。
第
2
回
は
「
ま
ち
か
ね
祭
」
に
合
わ

せ
て
11
月
4
日
、「
2
0
2
5
年
新
た
な
レ
ガ
シ
ー
創
出

に
向
け
て
〜
大
阪
・
関
西
万
博
に
向
け
た
大
阪
大
学
の

取
組
み
〜
」
と
題
し
て
展
開
し
ま
し
た
。
今
年
の
い

ち
ょ
う
祭
で
も
企
画
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

学
生
団
体
「a-tune

」
も
大
阪
市
中
央
公
会
堂
で
12

月
14
日
、「
光
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
出
演
す
る
＝
写
真
＝

な
ど
、
活
躍
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

関
西
の
大
学
同
士
が
連
携
し
合
う
た

め
「
万
博
大
学
連
合
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
も
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

阪大ニュースフラッシュ Osaka University  News Flash

ファミリー2022世代別オンライン
交流会」を開催し、卒後5・10・20
周年の卒業生ら55名が参加しました。
前半のテーマ別交流会では、世代

別に「ビジネス」「ファミリー」「趣
味」のグループに分かれ卒業生ファ
シリテータの進行で、後半は世代を
超え様々な話題で自由に交流いただ
きました。
参加者からは、「同年代ながら全く

違う業界・職種の方々と話すことが
でき、良い刺激になった」「出産を終
えたところで、同じような境遇の方
に子育てや今後の仕事についての話
を聞けた」との感想がありました。

T O P I C S

今年もオンラインで！ 世界中どこからでもつながっています！ 

「大阪大学ホームカミングデイ2022＠オンライン」 
「大阪大学ファミリー2022世代別オンライン交流会」を開催しました

2022年11月5日～6日、「大阪大学
ホームカミングデイ2022＠オンラ
イン」を開催しました。
西尾総長からは本学の近況や卒業
生に向けたメッセージ、同窓会連合
会の岸本会長からは、大阪大学への
期待や阪大ファミリーの絆について
熱いお言葉が届けられました。
また、『卒業生×阪大（理事・教

員）懇談会』では、様々な学部の卒
業生にご登壇いただき、本学が掲げ
る「生きがいを育む社会の創造」を
テーマに、それぞれの「生きがい」
や、これからの大阪大学に期待する
こと等について、本学理事・教員と
意見交換を行いました。
『キャンパス巡り～思い出の場所編
～』では、卒業生の方々からリクエス
トが多かった思い出の場所の「今」
を、現役阪大生がリポートし、思い
出話や昔懐かしいキャンパスの様子
も織り交ぜて紹介しました。
このほか、課外活動団体の紹介動

画や、学部・研究科等同窓会から卒
業生へのメッセージの紹介、ミニ講
義、同日開催したまちかね祭の紹介
など、様々な情報をお届けし、国内
外から多くの方々にご視聴いただき
ました。

2022年10月1日には、「大阪大学

大
阪
大
学
創
立
90
周
年
・

大
阪
外
国
語
大
学
創
立
1
0
0
周
年

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
を
挙
行

25
年
大
阪
万
博
で
阪
大
の
研
究
発
信

事
前
イ
ベ
ン
ト
、
大
学
連
合
結
成
も

ワ
ク
チ
ン
、メ
タ
バ
ー
ス
疾
患

研
究
拠
点
が
本
学
で
次
々
採
択

海外で活躍されている卒業生等を称え

「Osaka University Global Alumni Fellow」を 
12名の方に授与しました

Osaka University Global Alumni 
Fellowは、国際的なネットワークづく
りの一環として2015年2月に創設され、
これまでに、海外で活躍されている本
学卒業生等53名の方々に授与しました。
2022年は12名の方々が授与者に選ば
れました。
新型コロナウイルス感染症の感染拡
大により、対面での授与を中断してい
ましたが、2022年7月に約2年8ヶ月
ぶりとなる授与式を執り行い、称号記
及び記念品を贈呈しました。その後

対面での授与式再開後初となる授与式
李守宰教授（左）と河原理事・副学長

卒業生×阪大（理事・教員）懇親会

キャンパス巡り～思い出の場所編～

西尾章治郎
総長

岸本忠三
同窓会連合会会長

2022年授与決定者（12名）

高島 義裕 WHO統括医務官
張 新房 北京科技大学副学部長
杜 軍 北京大学院長特別顧問
孫 成志 大連理工大学副院長
出丸 香 オレゴン大学教授
李 守宰 忠北大学校教授
田 榮浩 高麗大学校教授
李 长久 西安交通大学教授
Irfan Dwidya Prijambada 
　ガジャ・マダ大学教授
Hyun-Chul Kim 仁荷大学校教授
Paul Schaffer TRIUMF副研究室長
Jung Keun Ahn 高麗大学校教授詳細はこちら

詳細はこちら
世代別
オンライン
交流会の
様子

詳細はこちら詳細はこちら

詳細はこちら
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2
0
2
2
年
10
月
30
日
（
日

本
時
間
）
に
、
大
阪
大
学
北
米

同
窓
会
総
会
及
び
市
民
講
座
を

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
市
民
講
座
で
は
、
元
共
同

通
信
社
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
で

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
春
名
幹
男

氏
（
大
阪
外
国
語
大
学
卒
）
を

お
招
き
し
、「
日
米
関
係
は
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
か
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
行
わ
れ
た
北
米
同
窓
会

総
会
で
は
、
河
原
理
事
・
副
学

長
（
グ
ロ
ー
バ
ル
連
携
担
当
）

か
ら
ご
挨
拶
と
、
本
学
の
近
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

各
地
か
ら
多
く
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

「
咲
耶
会
」
総
会
を
開
催

2
0
2
2
年
11
月
12
日
、
咲

耶
会
（
大
阪
大
学
外
国
語
学

部
・
大
阪
外
国
語
大
学
同
窓

会
）
総
会
を
箕
面
キ
ャ
ン
パ
ス

大
阪
外
国
語
大
学
記
念
ホ
ー
ル

に
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開

催
し
ま
し
た
。
総
勢
2
1
2
名

の
参
加
者
が
あ
り
、
本
総
会
で

大
水
勇
会
長
が
退
任
、
新
会
長

に
元
外
国
語
学
部
長
の
大
内
一

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
物
理
系
同
窓
会
講
演
会
」

を
開
催

2
0
2
2
年
11
月
26
日
、
物

理
系
同
窓
会
（
理
学
部
物
理
学

科
、
理
学
研
究
科
物
理
学
専
攻

及
び
宇
宙
地
球
科
学
専
攻
）
会

員
に
よ
る
講
演
会
及
び
総
会
を
、

豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
理
学
研
究
科

南
部
陽
一
郎
ホ
ー
ル
に
て
、
対

面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
開
催
し
、
合
計
30
名

程
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
理

北
米
同
窓
会
オ
ン
ラ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

部
局
同
窓
会 

開
催
報
告

学
部
物
理
学
科
及
び
理
学
研
究

科
物
理
学
専
攻
出
身
の
3
名
の

方
々
が
各
1
時

間
の
講
演
を
行

い
、
質
疑
応
答

も
活
発
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
O
S
I
P
P
オ
ン
ラ
イ
ン

同
窓
会
2
0
2
2
」を
開
催

2
0
2
2
年
11
月
27
日
、国
際

公
共
政
策
研
究
科（
O
S
I
P
P
）

同
窓
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
、
卒
業
生
、
現
役
学
生
、
教

員
ら
約
1
0
0
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

卒
業
生
のTengku M

unawar 
C

halil 

氏
（
バ
ン
ド
ン
工
科
大

学
助
教
）
か
ら
「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
教
育
事
情
」、中
林
美
恵
子

氏
（
早
稲
田
大
学
教
授
）
か
ら

「
ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
を
終

え
て
」
と
題
す
る
報
告
を
受
け

た
後
、
12
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

外理

国公

卒業生向けメールマガジン「OUMail News」を毎月配信中 !
大阪大学の旬な話題やイベント案内、お得情報などをお届けしています。
配信をご希望の方は右のコードからお申し込みください。

北米同窓会
facebook

プチコ
ラム 写真で

見　る
大阪大学の「今」を写真でご紹介いたします。 
懐かしい場所や変わらない場所、新しくなった場所を 
見比べながら、母校を懐かしんでいただけましたら幸いです。

阪 大 公 式 Instagram では、
日常の風景を様々な角度か
ら写し取ってご紹介していま
す。ぜひご覧ください。

@osakauniversity

豊：石橋口阪大坂を上り切
り、少し息が上がった阪大生
たちが行きかう光景は今も
昔もかわりません。

吹：2020年度に千里門周辺
の景観が整備され、開放的
で緩勾配なアプローチ空間
になりました。

箕：箕面キャンパスの入り口
近くには旧キャンパスから移
設された世界時計が道行く
人たちを見守っています。

豊：３年ぶりに人数制限なし
で開催されたまちかね祭。
模擬店やミニステージがグ
ラウンドで行われました。

豊：10年に1度といわれた寒
波の影響で、メインストリー
トの銀杏並木にも雪が積も
りました。

吹：その名も「さくら環状通
り」の桜道。奥には銀杏会
館や医学部附属病院が見え
ます。

箕：2022年7月に開催された
「大阪大学夏まつり」では、
やぐらが設置され、夕方には
盆踊りが開催されました。

Spring

Summer

Autumn

Winter

各キャンパス
入口の「今」

四季折々の

阪大風景

ようこそ! 大阪大学同窓会連合会へ !
会員向けサービスの一例

このほか、卒業生の皆様は大阪大学の 
以下の施設をご利用いただけます。
東京オフィス／中之島センター／附属図
書館

※利用が制限されていることがありますので、
詳細は各施設のHP等でご確認ください。

以下の施設での割引サービス

 • 梅田芸術劇場
 • 東急ホテルズ
 • 千里阪急ホテル「シャガール」「三楽」 
「ボナージュ」「さくららうんじ」
 • 中之島センター サロン、カフェテリア

一部プレミアム会員限定
プレミアム会員限定

大阪大学同窓会連合会は、各学部や研究科ごとに組織される同窓
会をはじめ、各種同窓会の発展に寄与するとともに、同窓会相互の交
流、連携を推進することにより、卒業生等の交流、親睦を図り、併せて
大阪大学との連絡を緊密にし、広く社会に貢献することを目的に、平
成17年7月25日に設立されました。この目的を果たすとともに、阪大
ファミリーの皆様に大阪大学及び大阪大学同窓会連合会の様々な
サービスをご提供するため、このたび大阪大学の全卒業・修了生、教
職員を正会員に、学部・大学院生を準会員にお迎えすることとなりま
した。
総合大学のメリットを最大限に活かした「オール阪大」としての人
的ネットワークの構築を進め、大学と社会との連携を強化し、大阪大
学の一層の発展と全同窓生の社会での活躍に資するために、今後も
様々な活動を行って参ります。阪大ファミリーの皆様には、大阪大学
をいつも身近に感じていただけましたら幸いです。
なお、これまでに会費を納めていただいた会員や、今後、会費を納
めていただく方々は、プレミアム会員として、これまでのサービスを
継続するとともに、プレミアム会員限定のサービスも展開して参り
ます。

大阪大学同窓会連合会
ウェブサイトはこちら

の

阪大の今

各学部同窓会等イベント （2023年2月現在）

※詳しくは大阪大学ホームページにてお知らせします。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によって、開催内容が変更となる場合
がございます。詳細は、各同窓会にご確認願います。

理 4月30日 理学同窓会講演会 
豊中キャンパス理学研究科南部陽一郎ホール／ 
対面＋オンライン

工 6月中旬 工業会総会 
吹田キャンパス工学部内／対面＋オンライン

法 7月15日 青雲会総会 
大阪新阪急ホテル／対面

外 11月11日 咲耶会総会 
箕面キャンパス大阪外国語大学記念ホール／対面

卒業生・同窓会イベントのご案内令和5年度

大阪大学
ホームカミングデイ

2023年11月初旬（まちかね
祭）に合わせて、豊中キャン
パスにて開催予定

４年ぶりの対面開催！

2023年7月上旬開催予定

大阪大学ファミリー
オンライン交流会

全世代対象！

阪大「ワニ博士」

OU Mail News
メールマガジン

テ
ン
ク

ム
ナ
ワ
ル

カ
リ
ル
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三井住友VISAカード

詳細はこちら

大阪大学と大阪外国語大学の卒業生、教職員、元教職員だけが持つことの
できる、「大阪大学ファミリー」のための特別な１枚。国内外のVisa加盟店
で安全・便利に使えるVisaタッチ決済機能や、全国のコンビニなどでも、ス
マートフォンで、簡単・スピーディーにお支払いができる電子決済に対応！
会員限定のオリジナル特典も多数ご用意しております。また、ご利用金額の
一部は大阪大学と大阪大学の学生支援に使われます。母校との絆をつなぎ、
これからの生活をサポートするカードとして、ぜひご入会ください。

入会のお申込み方法や特典の詳細は大阪大学ホームページからご確認ください。https://www.osaka-u.ac.jp/sp/oucard/

大阪大学カード入会のご案内

大阪大学に関わる全ての皆さまを応援する大阪大学
オリジナル公式アプリです。卒業生・受験生など学外の
方にもお使いいただけます！阪大生のあり・をり・は
べり・いまそかりマガジン『まちかねっ！』など、コ
ンテンツが盛りだくさん。卒業生向け
コンテンツも追加予定で
す！無料でお使いいただ
けるマイハンダイアプリ
をぜひダウンロードくだ
さい！

大阪大学・大阪外国語大学を卒業・修了された方に、
生涯使えるメールアドレス 「XXXX＠alumni.osaka-u.
ac.jp」を提供しています。マイクロソフト社の正式ラ
イセンスに基づいて発行される、安心安全のアカウン
トです。このアドレスにはメールマガジ
ン【OUMail News】をはじめ、大阪大学
の最新のニュースやイベント案内などの
情報をお送りしています。末永くご活用
ください。

マイハンダイアプリ 「OUMail」生涯メールアドレス
～メールマガジンも届きます！～

詳細・申込方法は
こちら詳細はこちら 阪大「ワニ博士」休み時間の頃

大阪大学は、世代や分野を超えた卒業生の方々とのネットワーク強化に取り組んでいます。 
各種イベントの開催や同窓会との連携強化等様々な取り組みを持続・発展させるため 

「卒業生ネットワーク強化推進事業」にご支援を賜りますようお願い申し上げます。

詳細は
こちら

大阪大学中之島センターがリニューアルオープン
大阪大学中之島センターの全館改修が終了し、令和5年4月

1日にリニューアルオープンします。
本センターは、大阪大学創立90周年・大阪外国語大学創立

100周年記念事業として機能強化を目的に改修工事を行いま
した。
改修後は、文化・芸術・学術・技術の「四つの知」が交差

する社学共創、アート、産学共創のグローバル発信拠点を形
成することをコンセプトに、1階、2階はオープンスペースと
し、周辺施設とデッキでつながるミュージ
アム・カフェ、5階はいのち共感ひろば、6
階、7階、10階は多様なセミナー室やホー
ルなどを備え、みなさまと共創する施設に
生まれ変わります。

中之島センター
ホームページ

1Fエントランスホール

10F佐治敬三メモリアルホール


